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2017.9構造特記仕様書
-

S 1 構造

（意匠図面による）
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600 800 741,050 2,100 3,150

HF-ONA杭105(φ6080・60)B1種

Hyper-MEGA工法(認定番号:TACP-0357,
                        TACP-0358)

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

*

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

「JASS6 鉄骨工事 2007 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2007」表5.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.サンプリングの結果、不合格率が5%以内の場合はロットを合格とし、不合格率が5%を超えた場合

は更に同一ロットの中から30箇所をサンプリングし、合計60箇所の不合格率が5%以内の場合を

合格とする。不合格率が5%を超えた場合は残り全数の検査を行う。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」等を参考にする。

溶融亜鉛メッキ3) 

4) 常温亜鉛メッキ

FAX(06)6763-8206TEL(06)6763-8205http://fasa-net.jp http://www.kse-web.com/

(不許複製)2017年2月1日作成

(販売元)一般社団法人日本建築構造設計事務所協会連合会 (発行元)一般社団法人関西建築構造設計事務所協会 一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

コンクリート
の材齢

による場合

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は * 印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

その他

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2

1-1

1-3

1-4

1-5

1-6

含まない )

1-7

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( *含む

梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図  *設備図 )による。

公共建築協会  *日本建築家協会 )

   鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

   鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

  鉄骨工作標準図

2-2

2-1

ルート1 ルート2 ルート3

ルート1 ルート2 ルート3

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

構造計算ルート方  向

X

Y

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

山留め、根切り3-1

3-2

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

地 中 梁

構造スラブ

屋内

屋外
土間スラブ

:

:

A

B

(1)※ 砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

150

打撃工法

埋込み工法

油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし

中掘拡大根固め工法(認定工法)

ディーゼルハンマー

* あり

a

4-2

4-3

4-4

設計地耐力

地耐力載荷試験

長期

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

地盤改良

無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 (  箇所)

[ ]六価クロム溶出試験

短期 終局

節杭

t mm

* 行わない

* 行わない

* 行わない

行う

行う

注

PHC杭

ST杭

SC杭

PRC杭

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

BH工法

GL-    m

(

( 全数 % ) 行わない

方向)2

* 行う

コンクリート ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメント )B種

鉄筋

Fc     

D

SD295A

SD390

D SD345

以上

以上D 以下

SKK400 SKK490鋼管(リブ付)

4-6

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

杭打地業共通事項

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

* 行わない

* 行わない

5-1 材種

D  

以下

以上

スパイラル 工場溶接

D  以上

D  以上

SD295A

SD345

SD390

SD490

P

K

UR

重ね継手

スパイラル 工場溶接1275級

 785級

 685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

機械継手(  級)

機械継手(  級)

機械継手(  級)

種 類 径 継    手

重ね継手

* 重ね継手

* 溶接継手

* 溶接継手

* 溶接継手

5-3

5-4

梁貫通補強

その他

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内

本

箇所

(JISZ3120)

30

引張り試験

1

1

検査ロットにつき

検査ロットにつき

* 3

抜取り検査

5-2

溶接継手 突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)* ガス圧接

(JISZ3062)

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ②地反力を受ける

熱間押抜き試験

原則 柱・梁の径毎に3本

超音波探傷試験

溶接部の検査(第三者機関による)外観検査全数

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

①一般

③上載荷重が大きい場合 とする。

6-1 設計基準強度

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

普通コンクリート

25 40

    * 砕石

* 20

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       高炉ｾﾒﾝﾄB種

       砂利        高炉ｽﾗｸﾞ骨材        再生骨材

(N/mm 2)

*  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       人工軽量骨材

膨張材6-2

)

)

Fc

Fc

LFcFc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

(気乾単位容積質量

6-3

減水剤 減水剤 躯体防水材

Fc LFc (気乾単位容積質量

AE高性能*AE混和材

注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

cm

%

kg/m3

kg/m3

 60以下

185以下

270以上

備 考一  般

1815

基礎, 地中梁箇  所

単位セメント量

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

Fm=Max(Fc,Fd)+S

超長期(36)長期(30)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度

空気量スランプ

]

][

[

6-4

1)骨材 アルカリシリカ反応性 塩分含有量

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

行わない

行わない

S＝3～6

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

設計強度5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

6-7 住宅性能表示

6-8

等級2 等級3劣化等級

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

が変わる場合があるので注意すること。

7-1 材種及び使用箇所

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

STK400 STK490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SSC400

SNR400

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1) 材質

使用する 使用しない

  SS400

  ABR400

SS490

ABR490

(   以上)M

ABM400

7-2 高力ボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

*  S10T

ABM490(ABMはM24以上)

7-4 頭付きスタッド

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

使 用 箇 所長   さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

7-6

7-7

7-5 溶接材料

継手

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

スカラップ形状   * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

フランジ

ウェブ

柱 梁

*  高力ボルト

*  高力ボルト

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

7-8 溶接手法及び管理

7-10

1) 素地こしらえ ブラスト* ケレン

2) 錆止め塗料

)(単位 mm7-9 デッキプレート

タイプ

高さ 板厚1) 床用

高さ 板厚2) 合成スラブ用

形版高さ 板厚3) 型枠用

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

3) AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を * 行わない

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

**

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め

一般用錆止めペイント

シアナミド鉛錆止めペイント JISK5625

JISK5552

JISK5621

JISK5674 30μm

35μm

15μm

35μm

1種 2種

1種 2種

1種 2種

7-12 鉄骨製作工場

8-1 コンクリートブロック

8-2 ALC パネル

1)種類

2)厚さ mm

1)使用箇所

2)厚さ mm

3)外壁取り付け構法

内壁床 屋根 外壁

15075 (80) 100 175

A 種 B 種 C 種

100 120 150 190

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

備   考使 用 箇 所構     法方  向

縦

横

8-4 PCa板

床 屋根

合成板

1)床及び屋根

現場打厚さ 合計厚さ 備     考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ  mm

PCa板単独 厚さ mm

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

*  建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定

日本建築学会 RC規準2010

場内地均し * 場外搬出処分(* 自由

搬入良土

搬入良土

指定場所 )

* 50

* 50

* 50

* 50

* 50

50

* A

* A

* A

* A

* A

* A

* 60

* 60

* 60

* 60

* 60

60 * 100

100

100

100

100

100

(1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

(2)端部aは100以上とする。

kN/m2 kN/m2 kN/m2

1)杭種

2)工法

3)杭径,設計耐力,本数表

4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

1)工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

杭径(拡底部)mm

杭径(拡底部)mm

備  考本数長期kN 短期kN 終局kN

備  考本数長期kN 短期kN 終局kN管厚 mm

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

5)使用材料

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行わない

2)載荷試験

行う(  本)

3)SL塗布

1)セメント   

2)粗骨材

最大径(mm)

3)躯体(使用区分は設計図の軸組図に示す)

軽量コンクリート( *  1種 2種 気乾単位容積質量  * 18.5 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート * 18.5

* 18.5

行う

錆止め塗装(工場塗 * 2回   1回、現場タッチアップ程度とする)

4)仕様書 (

A種 B種 C種

B種 C種

B種 C種A種

A種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　）

行わない溶接部の検査(受入検査)7-11 行う

行わない行う

行わない行う

屋外

ジンクリッチプライマー

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015),

スライド構法

ロッキング構法

UD OD

フック加工

120(125)

ロッキング構法

アンカー構法

縦

横

   鉄筋コンクリート構造配筋標準図 

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

D  

*

*

*

行わない

行わない

行わない

行わない

行う

行う

行う

行う

行う

行う

*

*

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)

*

Ⅳ種

回転埋設根固め工法(認定工法)

§1 一般事項

§2 構造計算ルート

§4 地業工事

§5 鉄筋工事

§6 コンクリート工事

§7 鉄骨工事

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

構　造　特　記　仕　様　書  ２ ０１７年 度版

§3 仮設工事,土工事



特記事項

図面名称 校閲

図面No.工事名称

縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
製図担当 設計年月日

設計No.

S 2 構造

-

一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫



特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)
-

S 3 構造

一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫



特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

2017.9鉄骨工作標準図(1)
-

四国支店阿波設計事務所
一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

S 4 構造

一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫



特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9鉄骨工作標準図(2)
-

S 5 構造

3 20

9

9

一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9土質柱状図(1)
A3(  -  )

A2(  -  )

S 6 構造

設計GL=KBM-2,000

杭頭

KBM

(-3.29)

設計GL

杭先端

基礎下端
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9土質柱状図(2)
A3(  -  )

A2(  -  )

S 7 構造

杭頭

KBM

(-3.02)

杭頭

KBM

(-3.27)

設計GL

杭先端

基礎下端

杭先端

基礎下端

設計GL
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9A2(1/100)
杭伏図

S 8 構造

杭伏図　1/100

註記 特記なきは下記による。

    印は杭芯を示す。

    印は柱芯を示す。

杭長は、6.0mとする。

KBM=設計GL+2,000

杭先端レベルは、設計GL-8,100とする。

杭支持力(長期)は、1,050kN/本とする。

杭天端レベルは、設計GL-2,100とする。
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9A2(1/100)

S 9 構造

基礎・ピット伏図

ピット伏図　1/100

h=200

h=300

h=300

註記 特記なきは下記による。

KBM=設計GL+2,000

杭天端レベルは、設計GL-2,100とする。

図中　　　　範囲は、埋戻土とする。

(　　)内数値は1FLからのスラブ天端レベルを示す。

基礎下端は、設計GL-2,200とする。
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

A2(1/100)

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

S 10 構造

1階伏図(見上げ図)

土間コンクリート t=150
配筋 D10@200シングルクロス

土間コンクリート t=150
配筋 D10@200シングルクロス

ここの増し打ち部には
スリーブ貫通不可

小梁 増打

大梁

1階伏図(見上げ図)　1/100

註記 特記なきは下記による。

基礎梁・スラブ天端レベルは、1FL-10(設計GL+490)とする。

壁は、W18とする。

　　は、スリットを示す。

図中　　,　　印は、床下点検口を示す。

　　は、増打を示す。

(　　)内数値は1FLからの梁天端を示す。

図中　　　印のスラブ天端レベルは、1FL－50を示す。

図中　　　印のスラブ天端レベルは、1FL－150を示す。
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

A2(1/100)

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

構造S 11

1階柱壁2階床梁伏図(見上げ図)

1階柱壁2階床梁伏図(見上げ図)　1/100

註記 特記なきは下記による。

壁は、W18とする。

　　は、スリットを示す。

　　は、増打を示す。

(　　)内数値は、2FLからの梁天端レベルを示す。

図中　　　印のスラブ天端レベルは2FL-200とする。

図中　　　印のスラブ天端レベルは2FL-730とする。

梁、スラブ天端レベルは、2FL-10とする。
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特記事項

図面名称 校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

A2(1/100)

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

12 構造S

2階柱壁R階床梁伏図(見上げ図)
製図担当

2階柱壁R階床梁伏図(見上げ図)　1/100

ホースハンガー受伏図　1/100

R
S
L

梁天端(水下)

梁天端(水上)
RSL

註記 特記なきは下記による。

　　は、RC梁とホイストレールとの取合位置を示す。

　　は、スリットを示す。

壁は、W18とする。

梁天端はRSL±0とする。
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9軸組図(1)
A2(1/200)

S 13 構造

Y5通り軸組図　1/200

Y2通り軸組図　1/200Y1通り軸組図　1/200

Y3通り軸組図　1/200 Y4通り軸組図　1/200
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基礎梁天端

梁天端

RSL

梁天端

註記 特記なきは下記による。

　　は、スリットを示す。

コンクリート強度は、Fc27とする。

壁は、W18とする。

　　は、増打を示す。
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9軸組図(2)
A2(1/200)

S 14 構造

X2通り軸組図　1/200 X3通り軸組図　1/200X1通り軸組図　1/200

X4通り軸組図　1/200 X5通り軸組図　1/200

1FL
GL

基礎下端

最高高さ

基礎梁天端

梁天端

RSL

梁天端

1FL
GL

基礎下端

2FL

基礎梁天端

梁天端

RSL

梁天端

2FL

梁天端

最高高さ
梁天端

註記 特記なきは下記による。

　　は、増打を示す。

　　は、スリットを示す。

コンクリート強度は、Fc27とする。

壁は、W18とする。
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,
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0
0
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杭

L
1

杭頭補強筋

1
0
0

中詰めコンクリート
(基礎フーチングと

同じ強度とする)

（スタッド溶接）

杭仕様

2

1 杭　種

杭打工法

3 杭　径

杭耐力（長期）4

杭　長（杭実長）5

支持層6

杭頭補強筋7

P1 600φ

合計

HF-ONA杭105 (φ6080・60)6.0m B1種 TOTAL  6.0m 74セット

74 セット

(認定番号:TACP-0357,TACP-0358)

PHC杭

Hyper - MEGA 工法

600φ

P1  ：600φ   ・・・1,050kN/本

設計GL-6.22m以深のシルト混じり砂礫とする。

P1  : 8-D25   L1=40d以上 SKW490

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9杭仕様

構造S 15

A2(1/50)

GL=KBM-2,000

1
0
0



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

捨てコンクリート　ア　50

砕石　　　 　　 ア　60

F4 (5-600φ)F1 (2-600φ) F2 (3-600φ) (4-600φ)F3

基礎リスト(1) 1/50 ・コンクリート強度は、Fc27とする。
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設計GL
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特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9基礎リスト(1)

S 16 構造
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

捨てコンクリート　ア　50

砕石　　　 　　 ア　60

(7-600φ)F5 (2-600φ)F1A

1/50基礎リスト(2) ・コンクリート強度は、Fc27とする。

上端筋 下端筋 下端筋上端筋

設計GL

基礎下端
杭頭

基礎下端
杭頭杭頭

共通事項

共通事項

ハカマ筋
D13-@300 D13@300

8-D16 15-D16

4-D19
(重ね継手とする)

4-D19
(重ね継手とする)

D13@300

15-D16 8-D16

4-D19
(重ね継手とする)

4-D19
(重ね継手とする)

柱芯 杭芯杭芯

杭
芯

柱
芯

杭
芯

杭
芯

杭芯 杭芯 杭芯

柱芯 杭芯杭芯

柱
芯

杭
芯

図面名称

工事名称特記事項

製図担当校閲

設計No.図面No.

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9基礎リスト(2)

S 17 構造

A2(1/50)

ベース筋

25-D22

ベ
ー

ス
筋

2
5
-
D
2
2

ベース筋

15-D16

ベ
ー

ス
筋

8
-
D
1
6

6
0

5
0

1
1
0 1
0
0

6
0

5
0

1
1
0 1
0
0

1
0
0

2
0
d

2
0
d

2
0
d

2
,
2
0
0

1
,
5
0
0

7
0
0

800

7
5
0

1
,
3
9
0

750

4
,
2
8
0

7
5
0

1
,
3
9
0

800 800 750800

4,700

2
,
2
0
0

1
,
5
0
0

7
0
0

750800750 800

3,100

1
,
5
0
0

7
5
0

7
5
0



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

捨てコンクリート　ア　50

砕石　　　 　　 ア　60

(3-600φ)F2A (4-600φ)F3A

1/50 ・コンクリート強度は、Fc27とする。基礎リスト(3)

下端筋上端筋

下端筋上端筋

設計GL

基礎下端
杭頭 杭頭

基礎下端
杭頭杭頭

D13@300

16-D1614-D16

共通事項

4-D19
(重ね継手とする)

4-D19
(重ね継手とする)

D13@300

14-D16

4-D19
(重ね継手とする)

16-D16

4-D19
(重ね継手とする)

17-D16

D13@300

17-D16

D13@300

17-D1617-D16

6-D19
(重ね継手とする)

6-D19
(重ね継手とする)

6-D19
(重ね継手とする)

6-D19
(重ね継手とする)

杭
芯

柱芯 杭芯 杭芯杭芯

杭
芯

柱
芯

柱芯 杭芯杭芯

杭
芯

杭
芯

柱
芯

図面名称

工事名称特記事項

製図担当校閲

設計No.図面No.

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

S 構造

A2(1/50)

18

基礎リスト(3)

ベ
ー

ス
筋

1
6
-
D
1
6

ベース筋

14-D16
ベース筋

17-D16

ベ
ー

ス
筋

1
7
-
D
1
6

6
0

5
0

1
1
0 1
0
0

1
0
0

6
0

5
0

1
1
0 1
0
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1
0
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2
0
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2
0
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2
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2
0
d

2
,
2
0
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1
,
5
0
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7
0
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7
5
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800800 750750
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0
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

FG11 FG12 FG13

FG1

-D13 @100

8-D13

8-D29 8-D296-D29

750x1600

6
2

66

6
2

6

6

-D13 @100

8-D13

-D13 @100

8-D13

500x1400

55

11-D2911-D29

FG2

-D13 @100

8-D13

700x1600

6
2

6

8-D298-D29

6

2
6

8-D29

8-D29

6

6
2

5 5

11-D29 11-D29

8-D13

FG3

500x1400

4-D29

FG4

-D13 @100

8-D13

700x1600

6

FG5

-D13 @100

8-D13

66 6

700x1800

10-D29

10-D2910-D2910-D29

6
4

6
4

6
4

46 6
4 4

16-D29 16-D29

6

6 6

6

3

6-D296-D29

9-D29 9-D29

-D13 @100

8-D13

700x1600

6

6

6-D29

FG7

-D13 @100

8-D13

6 6

6

8-D29

3

9-D29

FG6

700x1600

6

6
2

6-D29

8-D29

2

6-D29

22

8-D29 10-D29

4

全断面 全断面

700x1600

全断面

6

6

2

8-D29

6-D29

700x1600

全断面 全断面

6

6

2

1

8-D29

7-D29

4

-D13 @200

-D13 @200

4

4-D29

5

5-D29

5-D29

5 6

3

5-D29

5

6-D29

6-D29

8-D13

中央端部

FB1 FB2

全断面

FB3

中央

5-D25

5-D25

5-D25

辻-D13-@200 辻-D13-@200

400ｘ1200

6-D13

辻-D13-@200

4-D25

4-D25

符 号

位 置

BxD

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

断 面

4-D25

巾止め筋はD10@600以内とする。

FB7

端部 中央

FB9

端部 中央

FB8

4-D25

辻-D13-@200

2-D10

辻-D10-@200

500x900

辻-D13-@200

2-D10

500x700

4-D25

300x500

-

4-D254-D25

4-D25 5-D25

符 号

位 置

BxD

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

Y1端 Y2端

中央Y3端 Y4端

5-D25

3-D25

3-D25

3-D25

3-D22

3-D22

600ｘ1600

10-D1310-D13

500ｘ1600

4-D25

中央X1端 X2端 中央X2端 X3端 中央X4端 X5端

中央X2端 X3端

中央X1端 X2端

断 面

辻-D13-@200

400ｘ700

2-D10

FB10

全断面

3-D22

3-D22

辻-D13-@200

10-D13

辻-D13-@200

10-D13

FB11 FB12

辻-D13-@200

4-D25

500x1200

4-D10

FB13

7-D25

5-D25

4-D25

4-D25

中央Y2端 Y3端

5-D25

4-D25 5-D25

4-D25

5-D25

中央Y4端 Y5端

500ｘ1600 400ｘ1600

Y3端中央Y2,Y4端

FB14

500x900

辻-D13-@200

2-D10

4-D25

5-D25

4-D25

4-D25 5-D25

FB5

Y3端中央Y2端

500x900

辻-D13-@200

2-D10

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

FB4

中央Y3端 Y4端

辻-D13-@200

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

7-D25

500x1200

4-D10

5-D25

FB6

500x900

2-D10

辻-D13-@200

辻-D13-@200

8-D13

FCB1

全断面

400ｘ1200

辻-D13-@200

6-D13

4-D25

3-D25

FCB2

全断面

6-D25

5-D25

7-D25

5-D25

7-D25

5-D25

6-D254-D25

全断面

4-D25

8-D25

500ｘ1400

5-D29

4-D29

7-D25

7-D25

7-D25

5-D25

端部

4-D25

4-D25

4-D25

5-D25

中央

特記なき限り下記による。

B x Dの表示1.

3.鉄筋の材質

2.梁の鉄筋は以下による。

腹　筋

幅止筋

SD295A  規格品(D10～)

SD345   規格品(D19～)

SD390   規格品(D29～)

D10@600以内

4.

段数は図示による

X方向主筋 X方向主筋

Y方向主筋

Y方向主筋

X方向主筋 X方向主筋

S=1：50

小梁リスト S=1：50

基礎梁リスト

主筋位置関係は、下図の様に配筋すること。

位 置

符 号 共　通　事　項

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

余長

位 置

符 号

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

余長

断 面

断 面

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9RC部材リスト(1)

S 構造

A2(1/50)

19

D

B

FL



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

C1 C2 C3

-D13 @100

C4 C5 C6 C7

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

-D13 @100

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

900x900

5

5

16-D25

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

800x800

4

4

12-D25

900x900

5

5

16-D25

900x900

900x900900x900

5

7

20-D25

900x900

5

7

20-D25

1
0

1
0

22-D25

22-D25

2段筋を示す 3

3

4-D10

500x900

G4

4-D10

700x1000

4-D10

700x1100

-D13 @150

G7G5

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

6-D29

6-D29

6-D29

4-D10

-D13 @150

700x1100

6

6

67

6-D29

6-D29

6

6

-D13 @200

-D13 @200

4

4

2

9-D29

6-D296-D29

66

全断面

6

6

6-D29

6-D29

全断面全断面

全断面 全断面

G6

-D13 @150

4-D29

4-D29

-D13 @200

PC図面による

PC図面による

PG1～PG6

Y5端中央Y4端

特記なき限り下記による。

1 . 鉄筋の材質2 .

SD295A  規格品(D10～）

SD345   規格品(D19～)

SD390   規格品(D29～)

柱に取り付く梁に段差が
ある場合、仕口部の範囲は
柱に取り付くすべての梁を
考慮して適用する。

B x Dの表示

フープは以下による。4.

中子筋は135°フック型とする。

フープは135°フック型とする。

仕口部フープは135°フック型とする。

仕口部フープは、辻-D13@100とする。

ダイヤフープは 　　D10@600とする。

2-D10(段数は図示による)腹　筋

幅止筋

3.鉄筋の材質

SD295A  規格品(D10～)

SD345   規格品(D19～)

SD390   規格品(D29～)

D10@600以内

特記なき限り下記による。

B x Dの表示1. 2.梁の鉄筋は以下による。

4.

X方向主筋 X方向主筋

Y方向主筋

Y方向主筋

X方向主筋 X方向主筋

大梁リスト 1 S=1：50

柱リスト S=1：50

主筋位置関係は、下図の様に配筋すること。

階 符 号

位 置

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

位 置

余長

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

余長

2

3

断 面

断 面

階 符 号

断 面

ＢｘＤ

主 筋

断 面

ＢｘＤ

主 筋

フープ

1

2

共　通　事　項

フープ

仕口フープ

仕口フープ 共通事項による

共通事項による

共通事項による

共通事項による

共通事項による

共通事項による

共通事項による

共通事項による

辻-D13@90

辻-D13@90

辻-D13@90

辻-D13@90

辻-D13@90

辻-D13@90

共　通　事　項

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9RC部材リスト(2)

S 構造

A2(1/50)

20

X

Y

D

B
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般
部

仕
口
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仕
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FL



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

G12 G14G13

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

-D13 @200

2-D10

400x700

3

3

-D13 @200

500x700

2-D10

-D13 @200

5

5

5-D29

5-D29

3-D22

3-D22

-D13 @200

5
1

5
1

全断面

500x900

6-D29

6-D29

4-D10

G15

全断面全断面

全断面全断面

全断面

4-D10

-D13 @200

5
1

5
1

G16

全断面

500x900

6-D29

6-D29

全断面

G17 G18 G19

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

全断面

全断面

2-D10

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

2-D10

-D13 @200

全断面

全断面

2-D10

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

2-D10

-D13 @200

全断面

全断面

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

2-D10

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

全断面

全断面

3 3

400x600 400x600

3

400x600400x800 400x800

4

4

4

4

4-D22

4-D22

4-D22

4-D22

G20

2-D10

400x700

3

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

2-D10

3

3-D22

3-D22

-D13 @200

全断面

3

400x600

全断面

G11

4-D10

-D13 @200

500x700

2-D10

-D13 @200

5

5

5-D29

5-D29

500x900

5
1

5
1

6-D29

6-D29

全断面

全断面

4-D10

500x700

2-D10

500x900

5
1

5
1

6-D29

6-D29

全断面

全断面

4-D10

5

5

500x1000

1

5-D29

6-D29

4-D10

-D13 @100

5

5

500x1000

1

5-D29

6-D29

4

4

-D13 @100

-D13 @100 -D13 @100

G21

4-D29

4-D29

壁　厚

符　号

開
口
補
強

横　筋

斜　筋

縦　筋

横　筋

縦　筋

備　考

巾止筋

D10@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

2-D13

2-D13

D10@1000

W18

180

D10@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

D10@1000

180

EW18

4-D16

断　面
(外断面)

2-D13

2-D13

D10@1000

W20

200

4-D16

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

200

KW20

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

2-D16

2-D16

D10@1000

共　通　事　項

200

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

D10@1000

200

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

D13@200 ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

D10@1000

EW20 KEW20

6-D16 4-D19

6-D19 6-D19

4-D19

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

ﾖｺ筋

ﾀﾃ筋

S=1：50大梁リスト 2

1：50壁リスト

符 号

位 置

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

位 置

余長

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

スターラップ

腹 筋

余長

階

2

3

断 面

断 面

40
d

40
d

4
0
d

40d

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9RC部材リスト(3)

S 構造

A2(1/50)

21

１，開口補強筋

180 180 200 200200 200



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

断　　　　　面符　　号 材   質

SN400A

SN400A

SN400A

SN400A

SS400

STK400

SN400A

SN400A

P1

3

-D10 @200

8-D19

HB1

550x400

3

350x600

3

-D13 @200

3

8-D19

辻-D10-@200

B7

位 置

符 号

BxD

断 面

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

位 置

符 号

BxD

断 面

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋

辻-D10-@200

全断面中央

400x800

Y3端Y2,Y4端

4-D25

4-D25

4-D25

端部 中央

3-D22

2-D10

4-D22

B8

400x600

3-D22

端部 中央

辻-D13-@200

2-D10

B12

6-D25

600x800

6-D25

B6

辻-D13-@200

2-D10

500x800

辻-D13-@200

中央X1端 X2端

5-D25

5-D25

5-D25

600x1000

辻-D13-@200

中央X2端

5-D25

5-D25

5-D25

600x1000

X3端

B13 B14

符 号 厚 さ 支持状態 位　置 短辺方向 長辺方向 備　考

上端筋

下端筋
四辺固定S2

上端筋

下端筋
四辺固定S4

上端筋

下端筋
四辺固定S5

D10D13@200

D10   @200

上端筋

下端筋
S1 四辺固定 一般階スラブ

上端筋

下端筋

D10D13@200

D10   @200
四辺固定S7 180

150

150

180

200
   D13@150

D10D13@150
一般階スラブ

資機材置場
   D13@150

D10D13@150

D10D13@200

D10   @200 D10   @200

D10   @200

D10D13@200

D10   @200 D10   @200

D10   @200
バルコニー・
一般階スラブ

室外機置場

上端筋

下端筋
四辺固定

D10D13@200

D10   @200D10D13@200
S8 180 資機材置場

   D13@200

上端筋

下端筋
四辺固定200

D10D13@200

   D13@200
移動式書庫S9

上端筋

下端筋
四辺固定S3 150

D10D13@200

D10   @200 D10   @200

D10   @200
屋上・一般階スラブ

上端筋

下端筋
四辺固定S10

   D13@200 D10D13@200

D10   @200D10D13@200

   D13@200 D10D13@200

D10   @200D10D13@200
一般階スラブ

全断面中央端部

4-D25

4-D25

4-D25

300ｘ500

3-D19

3-D19

300ｘ500

3-D19

3-D19

6-D25

180

巾止め筋はD10@1000以内とする。

位 置

符 号

BxD

断 面

上端筋

下端筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

腹 筋 2-D10

B2 B4 B5B3

400x700

2-D10

4-D22 4-D22

400x700

4-D22

4-D22

4-D22

中央端部 全断面

辻-D13-@100

辻-D13-@200 辻-D13-@200

辻-D13-@200

B1

2-D10

中央端部

4-D22 4-D22

6-D22

400x700

4-D22

辻-D13-@200

2-D10

中央端部

4-D22 4-D22

4-D22

辻-D13-@200

B15

500x600

   D13@100

   D10@100

4-D25

6-D25

4-D25

5-D22

5-D22

7-D25

8-D25

4-D22

Y2,Y4端Y1,Y5端 中央

3-D22

3-D22 4-D22 4-D22

400x700

辻-D13-@200

4-D22 5-D22

中央

400x700

辻-D13-@200

Y2,Y4端 Y3端

4-D22

5-D22

4-D22

4-D22

4-D22

4-D22

-

2-D10 2-D10

B9 B10

2-D10 -

8-D25

5-D25

4-D10

5-D25 5-D255-D25

8-D25

4-D10

上端筋

上端筋

下端筋
ホースリフター基礎FS25 250

D13   @200

D13   @200

上端筋

下端筋
CS1 150～130

D10D13@200

D10   @200

四辺固定
上端筋

下端筋
FS30 300 ピットスラブ

四辺固定
上端筋

下端筋
ピットスラブFS20 200

D13   @200

D13   @200

D10   @200

D10   @200

D10   @200

D10   @200

D13   @200

D13   @200D13   @150

D13   @150

上端筋

下端筋
CANTI

D10   @200

D10   @200
210～180CS2

上端筋

下端筋
CANTI

D10   @200

D10   @200
CS3 250

D13D10@150

D10   @150

D16D19@150

上端筋

下端筋
四辺固定S6 駐車場・倉庫200

D10D13@200

   D13@200   D13@100

   D10@100

上端筋

下端筋
四辺固定200

   D13@100

   D10@100

D16   @150

D13   @150

S11
   D16@150

   D13@150
倉庫

D16   @150

CANTI

CANTI

床版リスト S=1：50

小梁リスト S=1：50

S=1：50ホースリフター部材リスト

階 符 号

断 面

ＢｘＤ

主 筋

フープ

R
Ｘ

Ｙ

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9RC部材リスト(3)

S 構造

A2(1/50)

22

鉄骨リスト 

550

6
0
0

350

4
0
0

SP1 H-175x175x7.5x11

H-175x175x7.5x11

H-294x200x  8x12

SB1

SB2

H-300x150x6.5x 9SB3

V2

V1 1-M16

φ165.2x6.0

SB4 H-200x100x5.5x 8

SB5 H-200x200x  8x12



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

EW18

KEW20

RG11

FG11 FG11

2G11

RG14

2G14

2G21

RG21

FG13

3C1 3C1
3C3

2C1 2C1
2C3

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D102-D102-D10

2-D102-D10

2-D10 2-D10

2-D10

F3F3F2

STR ′-D13-@100

STR ′-D13-@200 STR ′-D13-@200

STR ′-D13-@200STR ′-D13-@200

STR ′-D13-@100

STR ′-D13-@100

STR ′-D13-@100

STR ′-D13-@200

各2-D25各2-D25

各2-D25 各2-D25 各2-D25

各2-D25

各4-D25

各4-D25 各4-D25

各4-D25 各4-D25

各4-D25

  型 D13@100  型 D13@100   型 D13@100   型 D13@100   型 D13@100  型 D13@100

4-D294-D29 4-D29 4-D29 4-D29 4-D29

5-D29

6-D296-D29
2-D29 2-D29

1-D29
5-D29

5-D29
1-D29

5-D29 5-D29

5-D29 5-D29

5-D29
1-D29

1-D29
5-D29

5-D29

5-D29

5-D29 3-D22 3-D22 3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

5-D29

5-D29

5-D29

5-D29

4-D29

4-D29

6-D29

6-D296-D296-D296-D29

3-D22 3-D22 3-D22

1-D291-D29

1-D291-D29

4-D29

4-D29

4-D29

4-D29

5-D29

5-D29

1-D29

1-D29

1-D29

1-D29

2-D29
6-D29
2-D29

6-D29
2-D29

6-D29
2-D29

6-D29 6-D29

5-D29 5-D29 5-D29

4-D29 4-D29 4-D29

　
-
D
1
3
@
1
0
0

　
-
D
1
3
@
1
0
0

　
-
D
1
3
@
1
0
0

　
-
D
1
3
@
1
0
0

　
-
D
1
3
@
1
0
0

　
-
D
1
3
@
1
0
0

特記事項

図面名称

工事名称

架構配筋詳細図
製図担当校閲

設計No.図面No.

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

S 構造

A2(1/50)

23

X4通り架構配筋詳細図　1/50

GL
基礎梁天端

1FL

2FL

RSL

最高高さ

梁天端

梁天端

基礎下端

特記なきは下記による。註記

仕口部フープは柱リストによる。

   印はスリットを示す。

8,000

32,000

8,000 8,000

8
,
9
0
0

1
0

4
,
0
0
0

3
,
8
0
0

6
0
0

3
5
6

1
4
4

1
0

2
,
2
0
0

Y1 Y2 Y3

Y4

Y5



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

GPL-12
2×2-M20

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d H-200x200x8x12

GPL-12
2×2-M20

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

D10@200

1-D13

2-D13

1-D13
D10@200

GPL-19
4-M22

PL-19

H-294x200x8x12

D10@200

2-D13

GPL-9

1-D13

φ165.2x6.0
(STK400)

GPL-12
2×2-M20

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

2-D13

  -D10@200

2-D13

  -D10@200

ﾀﾃ
D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ 4-D13

GPL-12
2-M20

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

ﾖｺ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

  -D10@200

  -D10@200

2-D13

H-200x200x8x12

PL-12
GPL-12
2×2-M20

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

GPL-9

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

GPL-12
2-M20

SB2

SB5

特記事項

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9A2(1/30)
雑詳細図(1)

S 構造24

庇廻り詳細図 1：30 1：30目隠しﾙｰﾊﾞｰ廻り詳細図(1)

RSL

2FL

RSL

2FL

最高高さ

250

5
0

50 50

5
0

4
0
0

5
0

5
0

400

50505050

2
8
8

250

5
0

50 50

5
0

5
5
0

2
5
0

2
5
0

50

5
0

5
0

50

400

2
5
0

Y2

X5

3
,
8
0
0

2
0
0

1,800

3
,
8
0
0

6
0
0

2
0
0

2
2
0

4,000

2
2
0

700
2
0
0

20

3,250 750

20 200

200

900

4,800

3,000

1
,
0
5
0

6
5
0

6
0
0

200



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

・鉄骨階段は原寸図を作成し再度検討を行う。

A･BOLT　2-M20(SS400)

BASE・PL-19x350x250

2重ナット締　　フック付　L=20d

GPL-12
2×2-M20

GPL-12
2×2-M20

GPL-12
2×2-M20

H-175x175x7.5x11

H-175x175x7.5x11

H-175x175x7.5x11

GPL-12
2×2-M20

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

GPL-12
2×2-M20

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

ササラ桁
PL-12x300
PL-9(曲げ加工)
2-M20

D13@200 D13@200

D13@200

1-D13

5-D13

D10@200

D13@200
D10@200

PL-12

PL-12

PL-12

1-M16

1-M16

GPL-12
2×2-M20

H-175x175x7.5x11

H-175x175x7.5x11

ﾀﾃ
D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

  -D10@200

  -D10@200
ﾖｺ

D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13

4-D13

4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

PL-12

H-175x175x7.5x11

H-175x175x7.5x11

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

A・BOLT 2-M16
L=30d,ﾌｯｸ付き

2重ﾅｯﾄ締め

PL-9(曲げ加工)
2-M20

補強材
L-50x50x6≒@500

補強材
L-50x50x6≒@500

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

ササラ桁
PL-12x300

補強材
L-50x50x6

PL-4.5（曲げ加工）

A・BOLT 2-M16
L=30d,ﾌｯｸ付き

2重ﾅｯﾄ締め

PL-9(曲げ加工)
2-M20

2-D13

D10@200

1-D10

D13@100

GPL-12
2×2-M20

BPL-19
4-M16
2重ﾅｯﾄ締め,ﾌｯｸ付き
L=30d

無収縮ﾓﾙﾀﾙ
Fm30
t=30

PL-12

PL-12

D13@200

H-175x175x7.5x11

GPL-12
2×2-M20

D13@200

D13@200

D13@100

CS5

CS5

CS5

特記事項

図面名称

図面No.工事名称

縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事

A2(1/30)
雑詳細図(2)

製図担当校閲

設計No.管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店
設計年月日

2017.9

S 構造25

屋外階段詳細図 1：30 外部鉄骨取合詳細図 外部鉄骨取合詳細図 1：301：30

1：302階屋上 エコキュート基礎 配筋詳細図

屋内階段詳細図 1：30

RSL RSL

2FL2FL

2FL

平均地盤面

1FL

設計GL

50 50

5
0

250

5
0

3
0
0

50 50

5
0

250

5
0

3
0
0

250

50

5
0

5
0

50

3
0
0

X1

Y2

X3

2
0
0

1,800

3
,
8
0
0

3
,
8
0
0

1,220

1
7
0

4
0
0

2,000

900

200

4
0
0

8
5
0

1
,
0
5
0

30
0

1
0
0

2525

350

50

25
0

50

300

1
4
4

3
5
6

30
0

1
0
0

150

1
8
0
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2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　6-M16

2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　6-M16 HTB 6-M16

硬質ゴム t=30mm
ストッパー

2PL-9

2PL-6

8-M16

増打ち t=50mm
(L=1,000)

1-D131-D13 D13@200

2-D13
D10@200

D10@200

2-D13 2-D13

1-D13

2-D13

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

  -D10@200

1-D13

  -D10@200

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D13
2-D13

2-D13
2-D13

D10@200

D10@200

D10@200

2-D13

1-D13   -D10@200

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

  -D10@200

2-D13

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

  -D10@200
1-D13

2-D13

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ホイストレール
I-250x125x7.5x12.5

BPL-19

BPL-19

2-D132-D13

2-D13

ﾖｺ
D10@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

1-D13

ﾀﾃ
D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

ホイストレール
I-250x125x7.5x12.5

硬質ゴム t=30mm

BPL-16

2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　4-M16

PL-16

PL-16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　4-M16
2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d

HTB
4-M16 PL-16

PL-16

HTB 4-M16

ホイストレール
I-250x125x7.5x12.5

硬質ゴム t=30mm

BPL-16

2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　4-M16

PL-16

PL-16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　4-M16
2重ﾅｯﾄ締,ﾌｯｸ付,L=30d

HTB
4-M16 PL-16

PL-16

HTB 4-M16

ホイストレール
I-250x125x7.5x12.5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ　4-M16

硬質ゴム t=30mm

2重ﾅｯﾄ締,L=40d

D10@200

D10D13@200

1-D13

D13@200

D10D13@200
1-D13
1-D13

  -D16@200

GPL-9
HTB 2-M16

屋上

屋上
屋上

屋上

屋上

場　所 機　器

非常用変電機

貯水槽

室外機

自動給水装置

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式受変電設備     4,680×680×600 
     2,950×680×600 

     3,030×680×600 

     700×700×600 

     1,580×1,280×600 

W×D×H 数　量

2

2
2

8

1

屋上室外機置場 屋上

特記事項

図面名称

図面No.工事名称

縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事

A2(1/30)

製図担当校閲

設計No.管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店
設計年月日

2017.9雑詳細図(3)

S 構造26

ホイストレール取付き詳細図

1：30

1：301：30

R階屋上 配管取り出し口 配筋詳細図

2階屋上 配管取り出し口 配筋詳細図

1：30 1：30設備基礎 配筋詳細図 燃料小出槽基礎 配筋詳細図 1：30 1：30屋上～屋上室外機置場 配筋詳細図 1階段違床 配筋詳細図

2FL

2FL

最高高さ

RSL

X3

Y3

Y4 Y5

X2

780×1,630

150

2,350

250

250

5
0

1
5
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

1
5
0

3
0

150 150

955×1,780

700×2,500250

3
0

1
7
0

4
0
0

550×2,350

150 200 150200

1,800×1,8001
7
0

3
0

4
0
0

150 380

680

150

500

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

1
8
0

45°

1
5
0

1
8
0

200150 170 250

7,8602,140

10,000 140

8,000

7
0

2
6
0

7
0

4
0
0

100 100

700

150 150200

3
5
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

300

7575 150

300

75 75150

1
2
5

3
5
0

1
0
0

1
0
0

1
5
0

300

7575 150

300

75 75150

1
2
5

1
F
L
ま
で
7
,
8
0
0

1
F
L
ま

で
5
,
7
7
0

資
機
材
置

場
F
L
ま
で
4
,
5
3
0

2
F
L
ま

で
1
,
7
7
0

300

1
0
0

1
0
0

1
5
0

3
5
0

50 200 50



一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

A･BOLT　2-M20(SS400)

BASE・PL-19x350x250

2重ナット締　　L=35d

・鉄骨階段は原寸図を作成し再度検討を行う。

・鉄骨階段は原寸図を作成し再度検討を行う。

BASE・PL-19x350x250

2重ナット締　　L=35d

A･BOLT　4-M20(SS400)

D13@200

D16@200

D10@200D10@200

D13@200

D13@200

D13@200 D13@200

D16@200

D16@150

D13@150 D13@150

D13@200

D16@200

D16@150

D13@150 D13@150

D13@200

補強材
L-50x50x6

補強材
L-50x50x6≒@500ササラ桁

PL-12x300

PL-4.5（曲げ加工）

ﾀﾃﾖｺ共
 D10@200

下端筋に階段幅の範囲で
ﾀﾃﾖｺD13@200で補強筋を追加

3-D19

′-D10@200

3-D19

スターラップと
同径、同質、同間隔

D19@300
D13@200

D13@200 D16@150
D13@150

D16@150

D13@150

ホースハンガー

特記事項

図面名称

図面No.工事名称

縮尺

工事種別

阿波設計事務所
株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事

A2(1/30)

製図担当校閲

設計No.管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店
設計年月日

2017.9雑詳細図(4)

S 構造27

資機材置場 出入口階段 詳細図1：30釜場 配筋詳細図

1：30 2F Y4通りPG2とB7の取り合い及び配筋詳細図

1：30

1：30ホースハンガー基礎 配筋詳細図

平均地盤面

1FL 梁天端
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一級建築士245854(構造設計一級建築士3942)　金城　伊佐夫

図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

縮尺

工事種別

阿波設計事務所株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

特記事項

PRC工事特記仕様書

S 構造

-

28 一級建築士　大臣登録　第338983号

設計年月日

３０ｍｍ以上

・建築基準法、同施行令

・国総研・建築研究所監修

・日本建築学会

・日本建築学会

「プレストレストコンクリート造技術基準解説及び設計・計算例」（２００９年版）

「プレストレストコンクリート設計施工規準・同解説」（１９９８年版）

「プレストレスト鉄筋コンクリート（Ⅲ種ＰＣ）構造設計・施工指針・同解説」

（２００３年版）

構　造　方　式

プレストレス導入方式

ＰＣ工事施工業者

施　工　計　画

プレストレス導入はポストテンション方式であり、その方式については“６．緊張”の項に示す。

施工の順序・方法・工程などの施工計画は工事着手前によく検討し、その計画を監理者に提出して承認を受ける。

ＰＣ工事の施工については、下記専業社のうち、一社の責任施工とする。

・日本建築学会

本構造の方式は、鉄筋コンクリート（以下、ＲＣ）部材にＰＣ鋼材を組み合せた現場打ち一体式ＰＲＣ造である。

２．材　　料

鉄　　　　　筋 鉄筋は、ＪＩＳ Ｇ ３１１２（鉄筋コンクリート用棒鋼）の規格に適合するものを使用する。

Ｐ　Ｃ　鋼　材

適　用　範　囲 本仕様書は、本工事のうち、現場打ち一体式プレストレスト鉄筋コンクリート（以下、ＰＲＣ）造について適用する。

監理者の指示による。

本仕様書または設計図書に指示されていない事項は下記によること。また、これらに指示されていない事項は、

　 オリエンタル白石株式会社、株式会社　建研、株式会社　ピーエス三菱

ＰＣ鋼材は、ＪＩＳ Ｇ ３５３６（ＰＣ鋼線及びＰＣ鋼より線）またはＪＩＳ　Ｇ　３１０９（ＰＣ鋼棒）に適合し、

３．型　　枠

２）その他のセメントを使用する場合は、監理者の指示を受けること。

コンクリート中に表面活性剤等の混和材料を用いる場合は、その品質、使用量について監理者の指示を受けること。

セ　メ　ン　ト

混　和　材　料

１）セメントは、ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）に規定する普通ポルトランドセメントを原則とする。

呼　　び　　名

引　張　強　度

降　伏　荷　重

伸　　　　　び ３．５　％以上

種　　　　　類

記　　　　　号

ＰＣ鋼より線

ＳＷＰＲ７ＢＬ

７本より１２．７ｍｍ

１５６　ｋＮ

１８３　ｋＮ

組立て・取外し １）柱・梁等、ＰＲＣ造部分の型枠については、十分な耐力を持つように留意しなければならない。

２）ＰＲＣ造部分の型枠組立て順序については、ＰＣ鋼材の配置に影響されて決定することが多いので注意しなければ

　　破線部を組み立てる。

　　ならない。

ＰＣ梁型枠

５．コンクリート

使用箇所

設計基準強度

プレ導入時強度 Ｎ／ｍｍ２

Ｎ／ｍｍ２

品　　　　　質

ＰＲＣ造部

２０

１）ＰＲＣ造部分のコンクリートの調合は、下記を目安とする。

２）コンクリート強度試験用供試体の採取、及び養生は下記による。ただし、この供試体本数は、プレストレス

現場養生

７日

３本

プレ導入前 ２８日 予備 合計

　　　・プレストレス導入時強度の確認は、現場養生（現場水中養生、または、現場封かん養生）によること。

　　　・プレストレス導入時圧縮強度試験は、一般構造図に記載された方法と同じとする。

１）ＰＣ鋼材、鉄筋、型枠、及び定着具が、移動したり損傷したりしないよう注意する。

２）ＰＣ鋼材のケーブルシース内には、セメントペーストが入ってはならない。

３）ケーブルシースには、バイブレーターが直接触れないように細心の注意を払うこと。

４）ＰＣ鋼材定着部の割裂補強筋は、コンクリート打設前に完全に配置しなければならない。

打　　　　　設

６）原則として、ＰＲＣ造部分におけるコンクリートの打継ぎは、行なってはならない。

　　避けなければならない。

５）コンクリートの打込みは、打設場所にできる限り近づけて垂直に打ち込み、“片押し打ち”は

緊張装置は、事前にキャリブレ－ションを行ない、常に正常な状態にあるよう管理し、コンクリ－トが所定の強度

６．緊　　　張

　　　　　　　　　　に達したことを確認のうえ、監理者の指示によりプレストレス導入作業を行なうこと。

準　　　　　備

順　　　　　序

２０Ｎ／ｍｍ２

緊　　張　　力 １）現場におけるＰＣ鋼材の施工時緊張力は、下記による。

１）プレストレス導入順序は、ＰＲＣ大梁に対して局部的に完了せず、構造全体にわたって進めなければならない。

２）多層の建築物において、特記なき限り、ＰＲＣ大梁は直上階のコンクリート打設前にプレストレスを導入すること。

３本― ――

　　導入時強度確認用として、下記を採取すること。

計　　　　　画

取　り　外　し

８.支　保　工

ＰＲＣ大梁は、通常の大梁に比べて負担重量が大きいため、変形、耐力等を十分に検討し計画すること。

１）ＰＲＣ大梁の支保工は、プレストレスの導入が完了するまでは絶対に取り外さないこと。

２）多層の建築物では、プレストレス導入が完了した下部２層以上のＰＲＣ大梁によって、導入されていない

　　上部１層のＰＲＣ大梁を支えることを原則とする。

（Ｎ＋１）層

（Ｎ－１）層

コンクリート打設

プレストレス導入済

プレストレス導入済

支柱を取り外すことができる。

Ｎ層のＰＲＣ梁にプレストレス導入後、

　Ｎ　層

９.そ　の　他

小　梁　配　筋

ＰＣ鋼材定着具の穴埋めについて、工事範囲は下記の通りとする。定着端部の処理

（ＰＣ工事範囲）

後埋めモルタル

無収縮モルタル

シース

スパイラル筋

支圧板

貫通孔配置要領

なお、梁貫通孔位置での断面検討を行い、開口補強筋を適宜配置すること。

ＰＲＣ大梁に貫通孔を設ける場合は、下記の要領で計画すること。

Ｄ／５以下

シース外面

シース貫通孔

ＰＲＣ大梁

Ｄ／３

以　上

Ｄ／３

以　上

・内法スパン両端から２Ｄの範囲には貫通孔を設けない。

・貫通孔の径（φ）はＤ／５以下を原則とする。

２Ｄ ２Ｄ貫通孔設置範囲

梁
せ
い

Ｄ

※１

※１　貫通孔が並列する場合、間隔は（φ１＋φ２）×１．５、

　　　かつ、梁せいＤ以上とする。

シース

Ｌ１ Ｌ１

小梁下端筋

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

Ｌ１Ｌ３

（小梁下端筋と同径・同数）

下端補強筋

小梁

小梁

小梁下端筋

（建築工事範囲）

１．総　　則

有害な傷の無いものを使用しなければならない。

４）柱・梁型枠の締付けは、フォームタイ、及びボルト等により、十分強固にしなければならない。

８）ＰＲＣ造部分は、原則としてＲＣ造の扱いであるため、型枠存置期間は、ＪＡＳＳ５によること。

９）ＰＲＣ大梁に貫通孔を設ける場合には、事前に監理者と協議のうえ、決定すること。

５）ＰＣ定着具が取り付く柱型枠の締め付け金物、バタ角、単管等は、ＰＣ鋼材位置を避けて配置する。

６）事前にセパレーターの配置計画を行い、ＰＣ鋼材（シース）に当たらないようにする。

７）ＰＲＣ造部分のサポートは、横つなぎ・筋交い等を十分に入れ、横力に対して安全な構造としなければならない。

３）ＰＣ梁型枠の組み立ては、ＰＣ鋼材の配置作業を考慮して、下図実線部を先に組み、鉄筋及びＰＣ鋼材配置後に、

「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ５　鉄筋コンクリート工事」（２０１５年版）

６０ｍｍ以上
・貫通孔の外面とシース外面は、６０ｍｍ以上離すこと。

鉄筋は正確に配置し、コンクリート打設の際にくずれぬよう、強固に組み立てなければならない。

ＰＣ鋼材は、下記の要領で正確に配置し、堅固に取り付けなければならない。

４）ＰＣ鋼材の加工・組立てを行なう場合、加熱または溶接を行なってはならない。

６）ＰＣ鋼材の配置後、コンクリ－ト打設に先立ち、監理者の検査を受けなければならない。

２）ＰＣ鋼材を露天に放置して、錆等で損傷させてはならない。

３）グラウト用孔、及び排気孔は、十分に注意して取り扱い、コンクリート打設時に損傷することのないよう

　　細心の注意をする。

鉄　　　　　筋

Ｐ　Ｃ　鋼　材

５）ＰＣ鋼材定着具の露出部分は、プレストレス導入後すみやかにモルタル等で完全に保護しなければならない。

４．配　　　筋

１）梁端の定着具は、コンクリートを打ち込む前に、型枠の内面に正確かつ強固に取り付けること。

ＰＲＣ大梁 ＰＲＣ大梁

ＰＲＣ大梁に直交する小梁（ＰＲＣ大梁に定着する大梁）について、下端筋がシ－スにあたる場合は、下図のように配筋すること。

２７

２）緊張の管理は、緊張装置の圧力計（マノメーター）、及び事前に計算によって求めたＰＣ鋼材の伸び量とに

　　よって入念に行なうこと。

７．グラウチング

調　　　　　合

ノンブリージング型
グラウトタイプ

３０Ｎ/ｍｍ２　以上

（混和剤タイプ、プレミックスタイプ）

グラウチング作業は、下記の要領で行なうこと。作　　　　　業

２）排出口のグラウトが、所定の濃度になったのを確認した後に排出口を閉じ、グラウトポンプの圧力を

１）シ－ス他端より流出するグラウトが、注入するグラウトと同じ濃度になるまで注入を続ける。

　　ある程度上げて注入口を閉じる。

３）グラウトの注入は、原則としてグラウトが低い所から高い所に向かって侵入していくようにすること。

４）グラウトが凍結する恐れのある時期は、原則として作業を行なわない。

４週圧縮強度

１）グラウトの品質は、下表を標準とする。

２）グラウトの調合・使用セメントは、使用するグラウト用混和剤等の仕様による。

　　他の混和剤を使用する場合は、監理者と協議の上、決定すること。

使用箇所 呼　び　名 施工時緊張力

７６８　ｋＮ

現場打ち一体式ＰＲＣ工事特記仕様書

ＰＲＣ大梁 ６－ＳＷＰＲ７ＢＬφ１２．７
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図面名称

工事名称特記事項

製図担当校閲

設計No.図面No.

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9PRC大梁関係図

S 構造

A2(1/283,71,28)

29

平面図

側面図

平面図

側面図

平面図

側面図

平面図

側面図
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注）・　 　  は、緊張端を示す。

20　N/mm2

27　N/mm2

1,098　kN

　936　kN

　768　kN

6-SWPR7BLφ12.7

RF・2F

2,プレストレス導入時強度

3,施　工　上　の　注　意

1,コンクリ-ト設計基準強度

1,使　用　箇　所

2,使　用　鋼　材

3,引　張　強　度

4,降　伏　荷　重

5,施工時鋼材緊張力

プレストレスト鉄筋コンクリ-トに関する事項

S=1/200

X1端からの片引きとする。

桁梁

柱

（スラブ筋と同ピッチ）

スラブ補強筋　7-D13

（スラブ筋と同ピッチ）

スラブ補強筋　7-D13

PRC大梁

小梁

スラブ補強筋要領図 S=1/50

緊張後あと施工

鉄骨部材

（スラブ筋と同ピッチ）（スラブ筋と同ピッチ）

（スラブ筋と同ピッチ）（スラブ筋と同ピッチ）

スラブ補強筋　7-D13スラブ補強筋　7-D13

スラブ補強筋　7-D13スラブ補強筋　7-D13

緊張後あと施工

鉄骨階段

PG2PG1

PG3 PG4

PG5 PG6

PG3 PG4

PG5 PG6

　　・柱主筋は、定着具及びシースの位置を避けて配筋すること。

注）・配筋は、各リスト参照のこと。

定着具納まり要領図 S=1/20

2FL
LP-220X220X36

定着具

フカシ

桁梁

LP-220X220X36

定着具

PRC大梁

柱無収縮モルタル

PRC大梁

柱

シース

2FL

フカシ

桁梁

柱

RC大梁

PRC大梁

シース

PRC大梁

シース

柱

RC大梁

シース

スパイラル筋

無収縮モルタル

デットアンカー

2F Y4通りX1軸 2F Y4通りX3軸

デットアンカースパイラル筋

LP-220X220X36

定着具

フカシ

桁梁

LP-220X220X36

定着具

スパイラル筋 シース

PRC大梁

柱無収縮モルタル

柱

シース

フカシ

柱

PRC大梁

シース デットアンカー

RC大梁

PRC大梁

柱

RC大梁

シース

RFL RFL

スパイラル筋

RF Y4通りX1軸 RF Y4通りX3軸

無収縮モルタル
PRC大梁

桁梁

デットアンカー

Y3

X1X1 X3 X4 X5

X1 X2 X3 X4 X5

Y1

Y2

Y4

Y5

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

R　階

2　階

Y3

X2

X1 X3

Y4

X1

X1

Y4

X3

X3

X1

Y4 Y4

X3
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図面名称 製図担当校閲

設計No.図面No.工事名称

設計年月日縮尺

工事種別

阿波設計事務所株式

会社

徳島中央広域連合西消防署新築工事
管理建築士　　程野　祐介

一級建築士　大臣登録　第338983号

一級建築士事務所　徳島県知事登録　第41036号

四国支店

2017.9

特記事項

PRC大梁配線図・PRC大梁リスト

S 構造

A2(1/141,57)
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S=1/40 注）・巾止め筋は、RC大梁に準ずる。PRC大梁断面リスト

腹　筋

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

2

符　号

位　置 X1　端 X2　端中　央

階

R

階

2

符　号

位　置 X1　端 X2　端 X2　端中　央 中　央 X3　端

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

階

R

符　号

位　置 X1　端 X2　端 X2　端中　央 中　央 X3　端

PC鋼材

上端筋

下端筋

スターラップ

腹　筋

PG3 PG4

PG5

2

PG1 PG2

X2　端 中　央 X3　端

PG6

4-D13

4C-6-SWPR7BLφ12.7

4-D25

4-D25

4-D25

4-D25

6-D25

6-D25

4-D13

4C-6-SWPR7BLφ12.7

4-D25 4-D25

4-D254-D25 6-D25

6-D25

4-D13 4-D13
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S=1/100PRC大梁配線図
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